




資料 3 
研 ， 修医 評価ガイ ドライ ン ( 案 ) 

臨床研修においては「卒後臨床研修目標」を 達成することが 一義的な目標となる。 

研修の効果を 高め、 また、 目標の達成を 適切に判断するためには、 研修医の評価を 行う 

、 ンステムを確立し、 それに沿った 評価を行うことが 重要であ る。 また、 研修医評価のシス 

テム が確立され適切に 運用されていることにより、 そのプロバラムの 研修責任者による 修 

了認定の妥当性を 担保されると 考えられる。 

本 ガイドラインは 、 各プロバラムにおいて 研修医評価のシステムを 構築する参考として 

いただくものであ る。 評価表の 例 等は適宜参照、 し、 各プロバラムの 実情に合わせた 独自の 

評価表を作成されたい。 

1. 研修医評価の 組織 

従来から、 研修の場においては ロ " 的に、 指導医による 研修医の評価、 指弾 医川 での 研 

修医 の目標達成 状睨 、 指導方針についての 意見交換が随時行われている。 

これに加え、 評価のシステムと 組織を確立することが 必要であ る。 研修 委母 会、 または 

その下部組織に 研修医評価の 機能を付与する。 この委員会は 少なくとも 3 か 月にⅠ口程度 

開催することとし、 ここで各科指導医から 報告される研修医の 状況について 検討し、 研修 

内容の調整等を 行う必要があ る。 また、 毎年度末には 2 年の研修期間が 終了する研修医に 

ついて、 この委員会で 修了認定の可否について 判断を行い、 ここで修了の 判断がされた 者 

ほ ついて、 研修責任者から 終了証明書が 交付される体制とする 必要があ る。 

2. 日常の研修における 評価 

日常の研修の 場面における、 指導医からの 指示、 注意、 コメント等が 研修医へのフィー 

ドバックとなる 0 

このほか、 文書を利用した 評価として以下のものを 取り入れることが 望ましい。 これら 

の 評価の結果は 研修医のフィードバックされるとともに 研修指導内容に 反映され、 研修の 

効果を上げることが 期待される。 

また、 1 ローテーションの 終了時など研修の 節目においては、 研修医の状況を 指導医が 

研修委員会に 報告し次のローテーシ コ ン科に申し送ると 共に 、 次のⅠ ) ～ 4) の内容を盛 

り込んだ総括的評価 衷 ( 表 1 ～ 3 に示す例を参照 ) 及び 5) の経験記録を 研修委員会に 提 

出する必要があ る ( これは最終的な 修了認定の資料となる ) 。 

1) 臨床龍 - 力の評価 

「卒後臨床研修目標」をさらに 具体的にした 評価表の 例 ( 表 4) を添付する。 

このような評価表を 用いて、 研修医及 び 指導医がそれぞれ 研修医の目標達成状況を チェ 
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2) 情意面の評価 

研修医の行動、 態度、 マナー、 意欲等を含む 情意面の育成は、 臨床研修の大きな 目標の 

一 つ であ る。 これらの領域の 評価は必ずしも 容易なものではないが、 参考文献 (P55 ) 

に 示されているような 評価表を用いて 研修医及 び 指導医がそれぞれチェックをすることが 

有効であ る。 

3) 診療録の評価 

診療録は個々の 症例の凹 題 をどのようにとらえ、 どのように対処しようとしたかの 記録 

であ る。 また、 共用の医療情報として 活用することにより、 学術的な資料、 医療の質的向 

上の資料となるものであ る。 このようなことから、 臨床研修の中で 表 5 、 6 に示すような 

評価表を用いて、 随時、 指導医が診療録の 評価と指導を 行 う ことが非常に - 重要であ る。 

4) 発表の評価 

研修医は症例検討会の 院内の教育行事に 積極的に参加し、 症例提示の発表を 行うことが 

望まれる。 このような発表は、 適切にまとめ 分かりやすく 説明するというコミュニケーシ 

ョンの能力とともに、 医学的な思考能力を 向上させる機会となる。 

表 7 に示すような 評価表を用いて、 指導医がこれらの 能力を評価し 指導することで、 教 

育 的な効果を高めることが 期待される。 

5) 経験記録 

臨床研修においては 幅広い診療能力の 養成を目的としており、 特定の領域に 偏らない幅 

広 い 疾患等を経験することが 求められる。 

このため研修医自身が 次の記録を作成し、 適宜、 指導医のチェックを 受けることが 必要 

であ る。 

担当した入院患者についての 記録 

全症例の退院時要約とこれらの 一覧表。 ( 一覧表はローテーション 終了時に研修 委 

員 会に提出する ) 

担当した外来患者 ( 救急、 含む ) についての記録 ( 一覧表 ) 

実施に関わった 特殊検査についての 記録 ( 一覧表 ) 
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